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物理 

センター試験・第 3問 問 2 

第 3回ベネッセ・駿台マーク模試・第 1問 問 2

今回のセンター試験の第 3問問 2では、x軸の正の向きに進む入射波と、負の向きに進む反射

波の波形が描かれている図を題材に、定常波の節の位置と反射の種類が問われた。 ア につ

いては、それぞれの波形を少し進めたときの波を描き、重ね合わせの原理から定常波のようすを

把握して、定常波の節の位置を考えられるかがポイントである。 

第 3回ベネッセ・駿台マーク模試の第 1問問 2においても、x軸の正の向きに進む波と、負の

向きに進む波の波形が描かれている図を題材に、定常波の腹の位置と腹の位置の振動の振幅を問

うた。この問題でも ア については、それぞれの波形を少し進めたときの波を描き、重ね合

わせの原理から定常波のようすを把握する必要がある。この設問の正答率は 60.6％で、偏差値

45～50で 58.0％、偏差値 50～55で 65.5％、偏差値 55～60で 77.4％、偏差値 60～65で 85.1％、

偏差値 65～70で 94.8％と、各成績層間でまんべんなく差がついた。 

いずれの設問も、逆向きの進行波が重なり合ったときの定常波のようすをイメージして腹や節

の位置を考える問題であった。波形を題材にした問題は、実際に図を描き、波の振動のようすを

把握することが大切である。波形を題材にした問題に関する演習を積み、理解を深めておきたい。 


